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研究の方法
2017年1月1日～2021年12月31日に当院でc-IVFを施行後、タイムラプスイ
ンキュベータにて培養し、分割期胚または胚盤胞にて凍結保存、その後単
一凍結融解胚移植を行った2304周期を対象とした。なお、1PN胚は前核直
径30 µm以上(大)と30 µm未満(小)に分類した。内訳としては2PN胚(2234周
期)、1PN胚(大) (49周期)、1PN胚(小)(21周期)であった。検討：1PN胚(大)、
1PN胚(小)、2PN胚由来の移植後の生産率(=生産数/GS数)、流産率(=流産数
/GS数)、出生児の体重、胎盤重量を比較した。

（使用する試料/情報等）：

個人情報の取り扱い： 研究に用いる患者個人情報の保護を行います。研究報告により個人
が特定されることはありません。

研究の目的： 　Conventional IVF(c-IVF)において、受精確認時に1前核のみの胚(1PN胚)が
しばしば観察される。精子侵入後 6 時間程度で前核が形成されるが、c-IVF
では精子の進入時間を特定できない。そのため当院では c-IVF後の1PN 胚を
正常受精とし、良好に発育した場合は2PN と同様治療に用いている。以前
に、同一症例の2PN胚の前核直径に比べ1.2倍以上の直径を持つ1PN胚の発育
能は高く、前核の直径比は発育能予測因子になりえることを報告した。本
検討は直径別での1PN胚由来の移植後経過を比較、後方的に検討した。

研究の概要

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望され
ない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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